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綾ユネスコエコパークを活かした
「みちづくり」計画について

綾町　建設課

１．はじめに

綾町は宮崎市の北西 24kmの中山間地域に位置す
る人口約 7,300 人の町である。面積の約 80％は森林
で、日本最大級の照葉樹林が広がっており、町のシ
ンボルともいえる歩道吊橋の「綾の照葉大吊橋」（高
さ 142m 長さ 250m）からその雄大な景観を一望し
ながら自然の美しさ、大切さを感じることができる。
主産業である農業では、全国に先駆けて制定した
町独自の条例による自然生態系農業を推進してお
り、町内の農家の約 7割が自然生態系農業を実践し、人参や甘藷、レタス、
日向夏みかんなど多種多様な農産物を生産している。
観光面では、地域にある産業を振興することで観光に繋げることを目指
した「産業観光」を展開しており特に地域の農畜産物を活用した食文化で
のもてなしや雲海酒造の「酒泉の杜」などと連携した産業観光の振興を図っ
ているほか、手づくり工芸や自然を生かした「森林セラピー」「乗馬」「水
上スキー」といった体験メニューなど、さまざまな取組を進めているとこ
ろである。

“ユネスコエコパークの登録”

綾町は 2012 年 7月に、国内では 32年ぶり 5カ所目の「ユネスコエコパー
ク」に登録された。ユネスコエコパークは自然環境保全における法的保護
制度と保全管理計画が整っていること、そして保護されている自然環境を
利活用しながら、生活する地域住民が持続可能な経済活動・社
会活動を行っていくことが求められている。日本国内では、世
界遺産に登録されると観光客が増加するといわれているが、欧
米やアジア諸国の中にはユネスコエコパークに登録された地域
の方々より多くの観光客を集めているケースもある。このよう
な中で綾町では豊かな生態系や生物多様性を守り、自然の恵み
を受けながら文化的・経済的に持続可能な発展を目指す地域モ
デルとして、半世紀にわたるこれまでの町の取組をさらに充実させることを目指している。ユネスコパーク
という称号を地域にどのように活かしていくかは地域に暮らす人々の取組次第であると考えている。

  

 

綾の照葉大吊橋と照葉樹林

綾ユネスコエコパーク　オリジナルロゴ
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２．綾町の道路事業

綾町内の道路については、国道は無く県道は、昭和 43 年に（1968 年）に計画決定された都市計画道路
を含め 7路線、町道は自転車歩行者専用道路を含めた 209 路線、総延長は約 192kmとなっている。舗装
率は 95%を超えているものの山間部集落などへのアクセス道路等は未改良区間も多く国庫補助事業等を
活用し順次整備が行われている。
これまでの道路事業は道路管理者である自治体が主導的に効率性を重視しながら進められてきたが、近
年の住民の生活環境に対する意識の高まりに伴い、道路に対する価値観やニーズの多様化を踏まえて、地
域住民をはじめ幅広い意見を取り入れながら道路事業を展開していく事が重要と考えている。

３．ユネスコエコパークを活用したみちづくり

ユネスコエコパークは「生物多様性の保全」「学術
的研究支援」「経済と社会の発展」の 3つの機能があ
る。さらに自然生態系が厳重に保護される核心地域（コ
アゾーン）、環境教育や調査研究に利用される緩衝地域
（バッファゾーン）、人々が自然と共生しながら持続的な
暮らしを営む移行地域（トランジッションゾーン）の 3
つのゾーン分けられている。特に移行地域での取組は自
然環境を活かしながら社会活動や経済活動をどう展開し
ていくかが鍵となり、ユネスコエコパークを活かしたま
ちづくりを推進するために地域住民の積極的な参加が不
可欠である。このため本計画において理想のまちづくりを目指して住民参加のワークショップを行っている。
ワークショップでは、まちが大切にしているものを来訪者が感じ取り、地域住民一人ひとりが誇れるよう
な空間づくりを目指している。また、綾町はまちなかに教育関連施設が集中していることから、地域の子供
たちがまちなかで学び遊び行動することによって、まちなかを守り育てようとする精神を育み、次の世代に
受け継いでほしいと思えるような環境づくりを併せて行うことが重要と考える。このような考えからもまち
づくりの重要な要素であるみちづくりにおいては、道路整備の計画段階から地域住民との協働を始めている。
地域住民の意見を反映したみちづくりを行うことを目的とし、併せて地域の道路づくりへの関心を持っても
らい、経済活動に効果的に結び付けるための方策について議論を深めることを狙いとしている。

４．本町の特性を表現する道路景観と回遊性

前述のとおり、今回の計画ではユネスコエコパークとし
て、自然と共生しながら持続的に暮らしを営む「移行地域」
を創出するため、地域住民と行政のワークショップにより
計画を進めている。ワークショップには、対象地に店舗を
構える地域住民や移住者などに参加頂くとともに、県や役
場の職員も加わり、これからのまちづくりに盛り込みたい
視点やアイデアなど様々な意見交換を行っている。なかで

ユネスコエコパーク３つのゾーン

ワークショップの様子
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も現在、衰退傾向が見られる中心部が、行き交う人でにぎわいに満ちた空間になることや、「住民」と「来
訪者」が共に街の魅力を感じられる都市空間にするために、まちなかに回遊性を求める声が多い。このた
め現況把握と空間整理によって回遊性の下地をつくり、地域資源の発掘を行い本町の特性である豊かな自
然が育むうるおいのイメージを道路景観に表現することにより人を誘導する仕掛けを検討している。これ
と併せ、実施環境の整備として、沿道住民・事業者の合意と協力を受け、自主的な活動を促すプログラム
も行っていくことも検討されている。

【ワークショップでゾーン分けされたメンストリート】

現況写真
整備イメージ

【街路樹による道路景観】

【道路イメージ】

“街路樹について”

道路に四季折々の景観を作り出し、樹木による緑陰を作り出す道路整備が検討されている。樹木に
は本町の特色である照葉樹林に生息するものを選定する計画である。
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５．街路樹などの道路管理について（問題点の改善）

歩行者が楽しさを感じるとともに、来訪者が歩きたくなるような都市の空間づくりのためには自然を活
かした道路景観は有効であるが、従来の道路の高質化に見られるような効率性を重視した過度なハード整
備に頼らないように努める必要があると考える。またこのような取り組みはひとつの事業では実現できる
ものではなく、地域住民や事業者、その他まちづくりに関連する部署による横断的な連携と継続的な取組
により初めて実現するものであり、共感する人々を増やし持続的に空間が保たれなければならない。
以上の考えのもと、ワークショップでは理想論だけでなく、問題点を共有しそれをプラスに転換する改
善アイデアについても議論されている。例えば沿道樹木は街や通りのイメージアップ、緑陰効果、ヒート
アイランド現象の抑制などのメリットがある反面、落ち葉等による排水溝の詰り、車輌がスリップを起こ
しやすくなる懸念、鳥の
糞、毛虫の発生、近隣住
居への影響、維持管理費
の増加などデメリットの
要素も多い。しかし、こ
の落ち葉も堆肥化するな
ど有効活用ができる。ま
た、雇用創出のための循
環型の管理方法を創り上
げる方策の他、管理しや
すい道路構造の工夫はで
きないかなどの意見も出
されている。人口減少な
どの社会情勢の変化によ
り税収が減少する中で
「自然と人との共生」を
テーマに魅力ある道路を
創りとその管理について
現在も話し合いが行われ
ている。
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６．道路管理における住民参画

このような道路計画構想時点からの地域住民参画の手法は平成 14 年（2002 年）に国土交通省もガイド
ラインを作成している。社会資本に対する価値観やニーズが多様化する中、地域住民にとって身近な社会
資本である道路をいかに形作るか、計画をより良いものにするためには、地域の理解や協力が必要であり、
住民をはじめ多様に広がる関係者との密接なコミュニケーションが重要なプロセスだとうたわれている。
こうした基本認識に立つと共に今回のような構想段階からの住民参画のプロセスをモデルとし、今後本町
で実施する道路事業を進めていきたいと考えている。

７．おわりに

今回のワークショップを通し、地域住民のみちづくりへの関心の高さ、期待の大きさを知ることができ
た。同時に行政と地域住民が一緒になって町を発展・成長させていく取組の重要性を実感した。従来道づ
くりは行政が計画を行い管理上の合理化により、画一的な整備が行われてきた。さらに計画に固執してし
まい、実践中に気づいたアイデアにも柔軟に対応できないなどの状況があった。結果、地域の特色が感じ
られないどこにでもある風景を創ってきたと反省する。地域住民が参画し地域の特性を活かした事業こそ
親しみや愛着をもてるみちづくりにつながり、維持管理の合意形成も図られるものだと思う。今回の計画
はまだ始まったばかりの段階であるが10年後、30年後、50年後…といった時間軸でプログラムを組み立て、
店舗の開業や住み替え、移住といった人の動きや植物の成長を含めたまちなか通りの具体的なイメージを
考慮し、共感を大切にし、地域住民とゆっくりつくりあげるものとしたい。自然の恵みを受けながら文化
的・経済的に持続可能な発展を目指す地域モデルとしてユネスコエコパークを活かしたまちづくり・みち
づくりを展開して行きたいと思う。


